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Gemini を活用した  SQL 
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01. 弊社サービスの紹介



Proprietary

05Google Cloud Next Tokyo

2014 年 5 月にサービスを開始。グルメや映画、スポーツ観戦など、自分の趣味や行ってみたい

デートスポットをきっかけに恋の相手が見つけられる 国内最大級のマッチングアプリ です。

年収や身長などの条件だけなく、 趣味や好きなことから自然な出会いにつながる ことが特徴です。

https://tapple.me/ 

タップル

https://tapple.me/
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2024 年 6 月にサービスを開始。「無料でも本気の恋はできる 」がコンセプトの、マッチもチャットも全員無料 で利用できる

マッチングアプリです。利用を開始するためには、全 50 問ある「 16 タイプ恋愛診断」の回答が必須となっており、しっかりと

時間をかけてでも内面を重視して恋愛をしたい と考える人が集まっています。サイバーエージェントグループが運営してお

り、24 時間 365 日の監視体制と厳しい監視基準で、安心安全なお相手探しをサポートします。https://koigram.net/ 

Koigram

https://koigram.net/
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02. 導入した  SQL Agent
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タップルの  SQL Agent
● 社内に展開

● チャットで対話することで  SQL を生成/ 実行可能

○ 作成方針やサブクエリの説明も同時に出力

○ 追加の質問も可能

● 2025 年 2 月から技術調査、4 月末にリリース
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03. 向き合った課題と理想状態
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SQL Agent で向き合った課題

BI チームにデータ抽出の依頼が集中

→ 対応可能な量、スピードに限界

データ抽出依頼
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SQL Agent で目指す理想状態

データに基づいた意思決定、施策立案のスピード  UP
● SQL を得意としなくとも、誰でもデータ抽出･分析を実現

● BI チームの負荷の軽減

レビュー/修正

Agentで時短
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04. 開発時の工夫
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導入の際に意識･工夫したこと

① アーキテクチャ

最新の手法を取り入れつつも、シンプルに始める

② コンテキスト

｢テーブルメタデータ｣｢社内用語、ビジネス知識｣の充実

③ AI Agent 専用テーブル

対象データを絞り、生成品質を上げる
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シンプルに始める

他社事例と比較して、ミニマムスタートを選択

(事例があった企業より、弊社はデータソースが小規模)

まずは導入して、

● 効果や課題感、Agent に求める機能を知る

● 品質向上のためにデータを収集する

● 必要に応じて機能拡張していく

○ Agentic な振る舞い、グラフの描画 etc.
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テーブルを選択

Vertex AI
Gemini 2.5 Pro

SQLの生成

Vertex AI
Gemini 2.5 Pro

SQLのレビュー･修正

Vertex AI
Gemini 2.5 Pro

候補の評価･選択

Vertex AI
Gemini 2.5 Pro SQLの実行

DWH

Other LLMs

SQLの生成 SQLのレビュー･修正

Other LLMs

候補の評価･選択

Other LLMs

今日の20代のマッチ数を
教えてください
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CHASE-SQL
Google Cloud や Stanford University の研究者らによる論文

○ 3 つのアプローチで SQL を生成

○ 複数の SQL 候補から最適なものを選択

”CHASE-SQL: Multi-Path Reasoning and Preference Optimized 
Candidate Selection in Text-to-SQL” より引用

https://arc.net/l/quote/reqfttop
https://arc.net/l/quote/reqfttop
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Agent Garden - Data Science Agent -
● ADK ( Agent Development Kit )での実装を確認できる

● Vertex AI Agent Engine にデプロイするガイド付き

Vertex AI
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導入の際に意識･工夫したこと

① アーキテクチャ

最新の手法を取り入れつつも、シンプルに始める

② コンテキスト

｢テーブルメタデータ｣｢社内用語、ビジネス知識｣の充実

③ AI Agent 専用テーブル
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LLM のコンテキストに与えるデータの充実

● 社内･ドメイン特有の情報

○ 例) ｢マッチ｣｢フリック｣はデータ上でどう表現されるか

● テーブルや列の説明や注釈  

○ 気合いを入れて記述

● サンプル  SQL

○ テーブルやカラムの使い方を教える
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導入の際に意識  ･ 工夫したこと

① アーキテクチャ

最新の手法を取り入れつつも、シンプルに始める

② コンテキスト

｢テーブルメタデータ｣｢社内用語、ビジネス知識｣の充実

③ AI Agent 専用テーブル

対象データを絞り、生成品質を上げる
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SQL Agent 専用のマートテーブルを作成

【課題】カラム数が多い･ JSON 型のカラムを扱う生成品質が低い

【アプローチ】

● 利用頻度が高いテーブル ･ SQL を元に作成

● ｢日付｣や｢ユーザー ID｣を共通のキーとする
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05. おわりに



Proprietary

026Google Cloud Next Tokyo

Gemini を利用するメリット

● ロングコンテキストと参照性の高さ

○ ドメイン知識/ テーブルメタデータを丸ごと挿入可能

○ 正確に参照可能

● コスト

○ 他プロバイダーの同等品質のモデルと比較して安価

● 生成品質

○ 候補選択にて Gemini 2.5 Pro のセレクト割合が高かった
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開発を通しての気づき

ドメイン知識やメタデータを言語化する重要性

○ 資産化: より優れた Agent が出ても再利用可能

これは、  特定の知識や業務プロセスを言語化すること。

→ 知識の汎用化  / 属人化の排除に  AI Agent は有効打になり得る
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導入･運用してみての課題

● 対象テーブル不足によるエラー

→ 充実･テーブルの整備が必要

● 人によって依頼の粒度･タスクにばらつき

→ 依頼内容の深堀り

● 出力データの正確性の保証

→ 既存のクエリを活用


